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新年あけましておめでとうございます。平成 30 年の年頭にあたり、皆様に謹んで新春のお慶びを申し

上げます。また、旧年中は北海道臨床工学技士会の活動に対しましてご支援とご協力を賜りましたことを

厚く御礼を申し上げます。 

 さて、昨年を振り返りますと日本国内で協議されていた TPP（環太平洋パートナーシップ協定）参加

について、アメリカ合衆国トランプ大統領による「アメリカ第一主義」により足踏み状態となり話題も低

迷しました。築地市場の豊洲移転問題や北朝鮮の数回に及ぶミサイル発射実験など政治的な出来事はあり

ましたが、北海道内においては一昨年のような大きな災害も起こらず一年が終わりました。しかし、昨年

末に日本政府により北海道東部沖にマグニチュード 9 級の超巨大地震が起こる可能性が発表されました。

当会としましては、災害時の情報共有システムの構築から始め JHAT（日本災害時透析医療協働支援チー

ム）や北海道透析医会との連携も徐々に進めているところです。災害時の混乱の中で正確な情報伝達を行

うためには、マニュアル作成などシステムの構築も重要ですが、これらの活動を会員の皆様に理解してい

ただき協力をしていただくことが一番重要となります。今後の進捗状況につきましては、技士会ニュース

や北海道臨床工学会などの場で情報発信いたしますので、ご理解ご協力よろしくお願いします。 

今年 4 月には医療・介護保険の同時改定があります。プラス改定とはなりますが、医療情勢が飛躍的に

よくなることはありません。その中で臨床工学技士が医療の中で今後どのように必要とされ、今後どのよ

うに職域を広げていくことができるかを考えることが、未来の臨床工学技士のためにすべきことだと思っ

ています。 

今年は北海道命名 150 周年となります。あらためて過去の歴史や先人の偉業を振り返りつつ１道民と

して、臨床工学技士職能団体としてこれからの未来に寄与できるように協力しましょう。 

 最後に、会員の皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げるとともに、本年が皆様一人ひとりにと

って実り多き一年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。 

 北海道臨床工学技士会会長 大宮裕樹 
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北海道医療新聞「専門職に聞く」に北海道臨床工

学技士会の記事が掲載されました。記事では、北海

道臨床工学技士会の大宮裕樹会長が、北海道臨床工

学技士会の取り組みと支部制の導入について語っ

ています。 

～以下記事より～ 

‐支部制導入のねらいについて 

当会は 1989 年に職能団体として設立し、2003

年に社団法人化、10 年には公益社団法人へ移行し

た。会員数は、年々増加しており、17 年 9 月の時

点で 1124 人となった。 

 公益活動の一つとして、近年は広域セミナー事

業を展開している。臨床工学技士向けの勉強会や講

習会などに加えて、AED 設置施設の要請を受け、

取り扱いや管理方法などの無料啓発活動に力を入

れている。 

AED は日常的な点検が必要な上に、耐用年数が

決まっており、買い替えが必要となる。今後、さま

ざまな施設の AED が一斉に更新時期を迎えるた

め、専属の管理者がいない場合は、こうした基本的

な保守・管理についてしっかり理解してもらう必要

がある。 

そのため、当会では役員らを中心に地域の会員と

ともにセミナーを開催しているが、今後も公益法人

として地域で幅広い活動を行っていくには、各地域

で活躍する技士との連携が重要になる。こうした事

情もあって、支部制の導入を検討することとした。 

現時点では、道内を石狩、道北、釧根、オホーツ

ク、十勝、空知、日胆、後志、道南の 9 支部に分

ける計画だ。すでに独自の技士会が存在する地区も

あり、支部制導入を機に当会への統合などに向けた

提案や説明を行っている。20 年には開始したい。 

支部制とともに進めているプロジェクトが、当会

独自の災害対策マニュアルの作成と情報共有体制

の構築だ。 

東日本大震災では、被災地における透析の継続が

大きな問題となった。また、透析以外の医療機器の 

東日本大震災では、被災地における透析の継続が

大きな問題となった。また、透析以外の医療機器の 

準備も必要となる。 

そこで、地域ごとに災害情報コーディネーターを

任命し、災害時には担当地域内の臨床工学技士と連

絡を取り合い、情報を集約するとともに、近隣地域

と調整し、必要な機器の調達や技士派遣などの迅速

対応につなげたい。 

この制度を円滑に進めるためにも、支部制の導入

は必須となる。 

‐課題と今後について 

毎年、道内では 150 人ほどの技士が誕生してい

るが、当会に入会するのは 3 分の 1 程度。組織力 
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掲載された新聞記事 
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2017 年 11 月 11 日（土）に札幌北楡病院講堂に

おきまして、アフェレシス血液浄化技術セミナー

2017 が開催されました。あいにくの悪天候でした

が、およそ 30 名程度の方が参加されました。 

セミナーでは、技術講演が 3 演題企画されてお

り、バクスター株式会社からは「血液浄化における

AN69 膜の可能性と展望」、日本血液製剤機構から

は「血漿分画製剤について」、日機装株式会社から

は「透析治療モードおよび PEPA 膜 HDF フィルタ

ーの特徴」という内容で講演いただきました。 

バクスター株式会社および日機装株式会社から

は、透析膜の性能および特徴を分かりやすく講演い

ただき、今後の膜選択の際に、とても役に立つ内容

となっておりました。日本血液製剤機構からは、日

常的に使用している血液製剤について分かりやす

く講演いただきました。講演の中では、普段見るこ

との出来ない千歳工場にある血液製剤の製造工程

の動画の放映がありました。製造工程の動画は、と

ても迫力があり、興味深い内容となっておりまし

た。製造工程を知ることによって、血液製剤がより

身近なものに感じることができたと思います。ま

た、工場見学も行えるとのことで、とても驚きでし

た。 

JCHO 札幌北辰病院の真下泰さん（当会名誉会

員）が北海道社会貢献賞（医療関係功労者）を受賞

し 1 月 29 日、表彰状が授与されました。真下さん

は当会の前身である北海道臨床工学技士会、社団法

人北海道臨床工学技士会の会長として長年、北海道

の臨床工学技士の為にご尽力された方で、現在は、

公益社団法人 日本臨床工学技士会の理事を務め

られています。 

 

※北海道社会貢献賞：多年地方自治の進展、社

会福祉の増進等に貢献し、その功績が顕著なもの

に北海道知事が与える 

 

 

強化が課題だ。地方勤務の技士向けに透析技術認定

士などの資格取得・更新に必要な単位を取れるセミ

ナーを開催するなど、会の付加価値を増やし、入会

者増を目指している。 

また、地域の技士の利便性を考慮して、昨年から、

札幌市で行っているセミナーの様子をリアルタイ 

ム放映するライブセミナーを試験的に開催し今年

は、帯広市、釧路市、小樽市に配信をした。 

今後はもっと会の存在を技士にアピールしてい

くとともに、医療関係者だけでなく広く一般の人に

も役割を知ってもらい、活躍の場を拡大していきた

い。 

表彰される真下泰さん 

受賞された方々 
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◆RMニュース◆ 
 
 <エックス線無免許撮影容疑 

医師を書類送検> 

 

千葉県警は 10 日、免許を持たない臨床工学技士

に患者のエックス線撮影をさせたとして、診療放射

線技師法違反の疑いで、県内の病院に勤務していた

男性医師を書類送検した。 

 書類送検容疑は 2015 年 2 月、医師や診療放射線

技師などの免許がない臨床工学技士に、70 代の女

性患者 2 人のエックス線撮影をさせた疑い。県警は

2 人に健康被害はないとしている。 

 

 <輸血ミス、血液型を確認せず> 

 

山梨県内の病院で 2017 年 6 月、交通事故で救命

救急センターに搬送された患者に血液型の異なる

輸血をした医療ミスで、同病院は 29 日、使用前に

輸血すべき血液の血液型を確認していなかったこ

とが原因とした報告書をまとめた。また院長ら 4

人を厳重注意などの処分にした。 

 ミスを受け、同病院は医療事故調査委員会が関係

者から聴取するなどして原因や経緯を調べてきた。

報告書では、センターは当時、患者の容体が極めて

重篤で心肺蘇生措置に注力していた緊急時だった

と指摘。センターには別の保管場所から B 型の血

液が運び込まれていて、輸血に当たった医師側が患

者に適合した血液型と思い込んで使用してしまっ

たと判断。スタッフ間のコミュニケーション不足、

緊急治療時の人手不足などの問題が複合的に関わ

ってミスを誘発したと結論づけた。 

 再発防止策も明示。緊急輸血での手順の見直しや

マニュアルの整備などに取り組んでいる状況を記

した。 

 一方、職員の処分は 28 日付。管理監督責任を問

い、院長のほか、同センターの統括部長とセンター

長を文書による厳重注意処分とした。輸血を担当し

た救急科の主任医長は文書訓告処分。同病院は「あ

ってはならない事故を起こし、県民の信頼を損なっ 

 

また、本セミナーに引き続いて第 37 回日本アフ

ェレシス学会北海道地方会も開催されました。一般

演題では、とても珍しい貴重な症例に対してアフェ

レシスを施行した発表が多く、とても参考になりま

した。 

一日を通し、アフェレシスの理解が深まるととも

に、アフェレシスの奥の深さと魅力をより感じる日

となりました。次回のセミナーにおいては、より多

くの方に参加していただき、アフェレシスの楽しさ

を共感しあえたらと思います。 

（広報 澤崎） 

セミナー中の風景 

県警によると、医師は床にある撮影用スイッチに

足が届きにくい時に操作を指示していたとみられ

「違法だと分かっていたが、患部から目を離したく

なかったのでやってしまった」と供述。15 年 3 月

に同病院を退職し昨年 9 月、県警に自首するメー

ルを送ったという。 

同病院によると、10 年ほど前から複数の医師や

技士がこうした運用をしたケースがあった。県は昨

年 9 月、同病院に再発防止を指導していた。 

2018 年 1 月 10 日（水）配信共同通信社 
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 <災害拠点病院で 20 分間停電 

中国電の高電圧供給原因> 

 

災害時に医療の中心的役割を担う中国地方の災

害拠点病院で 2016 年 11 月、約 20 分間にわたり院

内の電力供給が完全に止まっていたことが 25 日、

中国電力への取材で分かった。 

 同社によると、停電は 16 年 11 月 2 日に変電所

で電圧を調整する作業中に発生。電圧が本来の 2

万 2 千ボルトから、最大で 2800 ボルト高く送電さ

れたことで、高電圧から電子機器を守るために自動

で電力供給が止まった。 

 停電は約 20 分後に復旧。患者の生命への影響な

どは病院から報告されていないという。 

 同社は、過去に同様の事例は確認されていないと

したうえで、「マニュアルの見直しなど、再発防止

策を徹底する」としている。 

2017 年 10 月 25 日（水）配信共同通信社 

 

 <経腸栄養ラインなどのコネクタ 

新規格導入を受けて注意喚起> 

 

相互接続防止コネクタに係る国際規格（ISO（IEC）

80369 シリーズ）の導入について（10／4 付 通知）

《厚生労働省》 

 

 経腸栄養ラインと輸液ラインの誤接続を防止す

る国際規格（新規格）の制定が進められていること 

 

 <使い捨て医療機器を再使用 

大阪市内の病院> 

 

大阪市内の病院で 2017 年 9 月 19 日、国の通知

で再使用が禁じられている使い捨て用の医療機器

を滅菌処理して使っていたと明らかにした。2015

年 9 月以降で約 130 人の患者に使用しており、健

康被害を調査している。 

 病院庶務課によると、医療機器は骨に穴を開ける

「ドリルバー」約 40 種類や、骨を切断する「ブレ

ード」約 10 種類。ドリルバーは整形外科や形成外

科、歯科口腔（こうくう）外科などで使われていた。

洗浄して滅菌していたという。 

 手術の際には多数のサイズを並べて患者に合う

機器を使うが、手術後には全て破棄する必要があ 

を受け、厚生労働省は今後、順次上市される新規格

製品と既存規格製品が接続できない場合があると

して、関係業者や医療機関に周知するべき事項をま

とめ、10 月 4 日付けで都道府県などに通知した。  

厚労省が都道府県を通じて関係業者と医療関係

者に留意を求めたのは、▽製造販売業者は、新規格

製品と既存規格製品が接続できず、医療現場で使用

不能となるリスクを検証し、切替えに関してあらか

じめ医療機関などと十分に調整を図り、必要な情報

提供を行うとともに、自社の既存規格製品の供給終

了時期についても適時、必要な情報提供を行う▽医

療機関や介護施設は、製造販売業者から十分な情報

を収集し、施設内の適切な在庫管理など、医療の安

全を確保する▽誤接続防止の観点から、既存規格製

品と新規格製品を接続するための変換コネクタは

原則使用しない－の 3 点。 

 なお、皮下注射および血管系のコネクタは、新規

格製品であっても既存規格製品との接続が可能だ

という。各製品分野の切替え期間やコネクタの概要

などについては、2017 年秋以降に、神経麻酔分野

から順次公表される予定。 

2017 年 10 月 20 日（金）配信厚生政策情報センター 

た」としている。 

 輸血ミスは 6 月 23 日に起きた。交通事故に遭っ

て心肺停止状態で同病院の救命救急センターに搬

送された男性に対し、O 型の血液を使わなければい

けないところを一部 B 型を輸血した。男性は搬送

の約 3 時間後に死亡。同病院は「輸血ミスとの因果

関係はない」としている。 

2017 年 11 月 30 日（木）配信山梨日日新聞 

 



変更内容欄に変更内容を具体的に記入して下さ

い。新・旧を必ずお書き下さい。 

例） 氏名が 北臨 由紀恵 から 道臨 由紀恵 

へ変わりました。  

例） 所属が 北臨会 北臨病院 から 道臨会 道

臨クリニック へ変わりました。 

例） 住所が○○○へ変わりました。 

例） 郵便物の送付先を新しい職場にして下さい。

（または自宅にして下さい） 

所属が変更の場合は新しい所属、郵便番号、住

所、電話番号もご記入下さい。 

また、本人退職後も施設宛に郵送物が送られてく

る場合もお手数ですが同様にお知らせください。 

2018-（6)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース             ２０１８年２月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記に示すセミナー、学会等が開催されま

す。皆様多数の参加をお願いいたします。詳細

は公益社団法人 北海道臨床工学技士会ホー

ムページまたは各記載の web サイトをご覧く

ださい。 

 

****************************************** 

2018 年 3 月 4 日（日） 

「第 12回 公益社団法人 

北海道臨床工学技士会 卒後教育セミナー 

～ICU業務のレベルアップ～」 

 会場 KKR 札幌医療センター 3 階会議室 

http://hcea.umin.ac.jp 

****************************************** 

2018 年 3 月 18 日（日） 

「第 13回 公益社団法人 

北海道臨床工学技士会 卒後教育セミナー 

～統計・データー解析に関するセミナー～」 

 会場 吉田学園医療歯科専門学校 

6 階 パソコン室 

http://hcea.umin.ac.jp 

****************************************** 

2018 年 5 月 26 日（土）～5 月 27 日（日） 

「第28回日本臨床工学会」 

会場 パシフィコ横浜 

http://www.pcoworks.jp/jace28/ 

****************************************** 

勤務先や氏名など登録情報が変わった際は、道臨

工ホームページの「会員情報変更」フォームから変更

手続きをお願い致します。郵便物が届かない、連絡

がとれないなど行方不明になっている方がおられ、会

の運営に支障が出ておりますのでご協力をお願い致

します。 

 

****************************************** 

2018 年 6 月 8 日（金）～6 月 9 日（土） 

「第 20 回日本医療マネジメント学会学術総会」 

 会場 ニトリ文化ホール、ロイトン札幌 

    ホテル札幌芸文館 

http://www.congre.co.jp/jhm2018/ 

****************************************** 

2018 年 6 月 19 日（火）～6 月 21 日（木） 

「第 57 回日本生体医工学会大会」 

 会場 札幌コンベンションセンター 

http://www.c-work.co.jp/jsmbe57/ 

****************************************** 

 

 

る。庶務課の担当者は「全て破棄するのは非効率と

の声があり、結果として今まで再使用を続けてしま

った」としている。 

 厚生労働省は 04 年以降、3 回にわたり、感染防

止の観点から、使い捨ての医療機器は再使用しない

よう各都道府県に通知を出している。 

 8 月に兵庫県内の病院で再使用が発覚した問題

を受けて、この病院では 8 月 30 日に院内調査を実

施。再使用が分かり、9 月 1 日に近畿厚生局に報告

した。 

2017 年 9 月 20 日（水）配信共同通信社 
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このコーナーは、平成 2８年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成 2９年 3月に北海道科学大学を卒業し、現在北海道整形外科記念病院にて勤務中

の宮嵜優馬さんです。 

 

特に手術室では自分の業務を正確にこなしてい

くだけではなく、周りの状況やスタッフをよく見

てその場に応じた的確な対応や素早い判断力、そ

して多くの知識が求められます。その全てにおい

て私自身は足りていないため、まず人一倍勉強し

機械や臨床の知識を深め、それと同時に自分の中

での優先順位を考え、効率良く積極的に業務を行

っていかなければならないと反省しています。 

また当院は待機や当直体制はありません。終業

後、自分の勉学の時間に充てることができるとて

も恵まれた環境であるため、その時間を大切に自

身のレベルアップを図りたいと思います。 

まだまだ臨床工学技士としての知識も経験も足

りませんが、今出来る業務を 1 つ 1 つ丁寧に行い、

責任感を持って業務に取り組んでいきます。そし

て患者様だけではなく、医師や看護師など周りの

医療従事者の方からも信頼されるような臨床工学

技士を目指し、日々努力します。 

 

私は昨年 3 月に北海道科学大学 医療工学部 医

療福祉工学科を卒業し、4 月より北海道整形外科

記念病院に勤務しています。 

当院の臨床工学技士は私を含め 2 名で業務を行

っています。主な業務は手術室でのセルセーバー

や神経モニタリングなどの機械操作と ME 機器管

理です。始めの 3 カ月間は業務を教わりながら覚

え、7 月頃からは 1 週間ごとローテーションし、

それぞれの業務を行っています。 

私は入職当初、緊張や勉強不足で自分のことで

精いっぱいになってしまい、言われたことしか出

来ず、積極的に仕事をすることが出来ませんでし

た。それでも半年以上勤務し、現在は 1 人で手術

室での機械操作などを任せてもらえるようになり

ました。しかしトラブルが起こった際、自分自身

の知識不足や他人に頼っていた甘さを痛感してい

ます。また業務に対して余裕を持つことが出来る

ようになり、その余裕からミスをしてしまい、周

りのスタッフに迷惑をかけてしまったこともあり

ました。 

北海道整形外科記念病院 宮嵜優馬さん 



（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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北海道臨床工学技士会ニュース 

広報担当   旭川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 臨床機器管理課  木村吉治 

北晨会 恵み野病院 臨床工学科  日沖一木 

編集委員   旭 川 赤 十 字 病 院 臨床工学課  奥山幸典 

旭川医療センター 診療統括部  本手 賢 

       旭川医科大学病院 診療技術部  南谷克明 
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